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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
―
俺
の
俺
に
よ
る
俺
ら
し
い
逆
転
戦
争
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
５
４
Ｙ

【
作
者
名
】

　
久
世
 

途
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
真
実
』
を
知
る
ま
で
終
わ
ら
な
い
―
―
。
『
君
は
異
世
界
に
居
る
べ
き
な

ん
だ
よ
』
―
―
。
そ
の
神
様
の
半
場
強
制
的
な
召
喚
に
よ
り
、
召
喚
さ
れ
た
世

界
は
、
想
像
を
覆
す
世
界
だ
っ
た
。
史
上
最
低
の
世
界
と
も
呼
べ
る
世
界
。
し

か
し
、
そ
の
世
界
に
も
終
わ
り
が
近
付
き
つ
つ
あ
っ
た
。
ど
れ
だ
け
最
低
最
悪

で
も
終
わ
り
に
さ
せ
て
溜
ま
る
か
よ
。
秩
序
も
物
理
法
則
も
何
も
無
い
世
界
、

告
げ
ら
れ
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
。
世
界
の
終
わ
り
は
刻
一
刻
と
迫
る
。
終
わ
ら

せ
な
い
、
世
界
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
そ
の
前
に
、
俺
は
自
分
の
正
義
、
勇
気
、

想
い
を
胸
に
、
俺
の
信
ず
る
道
を
進
む
。
安
心
と
安
全
の
主
人
公
最
強
厨
二
物
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語
（
※
残
酷
な
描
写
、
表
現
、
卑
猥
な
表
現
、
描
写
が
登
場
し
ま
す
。
苦
手
な

方
は
即
座
に
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ
）
（
※
文
章
が
稚
拙
な
為
、
暇
潰
し
に
で
も
読

ん
で
貰
え
れ
ば
こ
れ
幸
い
で
す
）
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物
語
主
要
用
語
紹
介

レ
ジ
ェ
ン
デ
ィ
ア

通
称
『
伝
説
を
創
る
世
界
』
と
称
さ
れ
る
世
界
。

群
雄
割
拠
の
戦
国
乱
世
の
時
代
で
あ
り
、
皆
領
土
や
地
位
、
名
誉
、
或
い
は
覇

権
を
求
め
て
大
規
模
な
戦
乱
か
ら
小
規
模
な
紛
争
内
戦
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

東
方
、
西
方
、
南
方
、
北
方
、
中
央
の
五
大
陸
か
ら
構
成
さ
れ
、
空
中
大
陸
を

含
め
れ
ば
六
大
陸
か
ら
完
全
構
成
さ
れ
て
い
る
。

物
質
世
界

マ
テ
リ
ア
ルワ
ー
ル
ド

地
球
の
事
を
指
す
言
葉
。

物
質
や
法
則
が
完
全
に
支
配
す
る
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

年
に
一
度
、
地
球
か
ら
合
計
十
名
の
地
球
人
が
レ
ジ
ェ
ン
デ
ィ
ア
の
召
喚
さ
せ

ら
れ
る
。

異
端
者

召
喚
さ
れ
た
者
達
の
通
称
。

戦
争
の
兵
士
、
或
い
は
唯
の
奴
隷
、
婚
約
者
と
し
て
召
喚
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多

い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
地
球
人
は
減
ら
し
て
も
減
ら
し
て
も
減
ら
な
い
か

ら
だ
そ
う
だ
。

東
方
大
陸

通
称
『
ラ
グ
ナ
カ
ル
タ
』
と
呼
ば
れ
る
近
作
の
舞
台
と
な
る
大
陸
。

大
き
さ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
程
で
、
様
々
な
国
家
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

ア
ク
ト
セ
リ
ア
帝
国

東
方
大
陸
東
部
を
統
治
す
る
軍
事
大
国
。

覇
権
を
狙
う
一
国
で
も
あ
り
、
東
方
大
陸
完
全
統
一
を
狙
う
。
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ラ
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
王
国

東
方
大
陸
西
部
に
位
置
す
る
王
国
。

同
じ
く
覇
権
を
狙
う
一
国
で
、
東
方
だ
け
で
な
く
全
大
陸
統
一
を
目
指
し
て
い

る
。

海
や
川
、
樹
林
地
帯
が
近
い
為
に
、
様
々
な
産
業
に
恵
ま
れ
る
が
、
そ
の
分
魔

物
の
襲
来
を
受
け
易
い
。

エ
ル
テ
ニ
ア
王
国

東
方
大
陸
北
部
に
位
置
す
る
王
国
。

ア
ク
ト
セ
リ
ア
帝
国
と
隣
接
す
る
砂
漠
の
中
に
佇
む
国
家
。

砂
漠
の
中
に
存
在
す
る
が
、
近
隣
に
オ
ア
シ
ス
が
多
数
有
る
為
飲
料
水
や
食
物

に
は
困
ら
な
い
が
、
武
装
に
金
属
製
品
を
使
用
す
る
為
に
、
ラ
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

ア
シ
ミ
ネ
シ
ア
王
国

覇
権
主
義
を
掲
げ
、
覇
権
を
狙
う
一
国
。

軍
事
大
国
で
も
あ
り
な
が
ら
、
身
分
差
別
、
階
級
差
別
、
人
種
差
別
、
貧
困
差

別
、
奴
隷
制
度
が
未
だ
に
定
着
し
て
い
る
国
家
の
中
で
は
強
力
な
分
、
奥
底
が

深
い
国
家
。

大
き
な
湖
と
大
森
林
の
近
く
に
存
在
し
て
い
る
が
、
魔
物
避
け
の
結
界
を
張
り

巡
っ
て
い
る
為
に
、
普
通
で
は
魔
物
に
襲
わ
れ
る
事
は
な
い
と
言
う
。

ケ
ル
ニ
ス
王
国

ア
ク
ト
セ
リ
ア
帝
国
と
は
現
在
冷
戦
中
の
中
央
に
位
置
す
る
軍
事
国
家
。

北
部
地
方
へ
の
進
出
を
目
指
し
、
物
資
補
充
と
休
憩
場
所
と
し
て
何
処
か
の
国

を
一
国
配
下
に
付
け
様
と
し
て
い
る
。
現
在
は
特
に
な
い
。

諸
国
家
群

北
部
に
存
在
す
る
、
小
さ
な
国
家
群
。

こ
の
国
家
群
の
集
ま
り
で
成
り
立
つ
居
場
所
は
色
々
と
存
在
し
、
多
勢
で
攻
め
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落
と
す
際
に
は
魔
法
に
注
意
を
心
掛
け
て
い
る
。
通
称
『
術
国
』
と
呼
ば
れ
る

程
。

魔
法

レ
ジ
ェ
ン
デ
ィ
ア
に
存
在
す
る
力
。

詠
唱
に
よ
り
発
動
を
可
能
と
し
、
自
然
界
へ
の
干
渉
を
す
る
事
で
、
神
々
を
召

ス
ペ
ル

喚
す
る
事
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
召
喚
出
来
る
物
は
数
少
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

魔
法
の
種
類
と
し
て
は

?
炎

ロ
ッ
シ
オ

?
氷
結

ア
イ
シ
ュ
ー
テ
ル

?
疾
風

ヴ
ィ
ア
ン
テ

?
大
地

ビ
ア
ハ
イ
ン
デ
ィ
ー
ド

?
闇

デ
ィ
ー
ネ
ス

?
光

ラ
イ
ツ

?
稲
妻

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ル

詠
唱

ス
ペ
ル

自
然
界
に
干
渉
、
精
霊
、
神
々
へ
と
祈
り
を
捧
げ
る
為
に
存
在
す
る
言
の
葉
。

長
け
れ
ば
長
い
程
、
威
力
は
増
し
、
短
け
れ
ば
短
い
程
威
力
は
低
い
。

能
力

ア
ビ
リ
ー
テ

魔
法
と
は
違
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剣
術
や
武
術
、
流
術
で
行
え
る
行
動
術
式
。

剣
で
攻
撃
す
る
際
に
、
剣
に
炎
を
纏
わ
せ
る
の
を
魔
法
と
す
る
な
ら
ば
、
剣
に

よ
る
連
続
攻
撃
は
能
力
で
あ
る
。

業
＝
能
力
と
捉
え
る
の
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

魔
銃

通
称
?
魔
導
銃
?
と
呼
ば
れ
る
軍
用
兵
器
。

魔
弾
と
呼
ば
れ
る
魔
力
の
秘
め
ら
れ
た
弾
丸
を
放
つ
事
以
外
に
も
、
魔
力
自
体
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を
込
め
、
そ
の
ま
ま
魔
法
の
弾
丸
、
閃
光
と
し
て
放
つ
事
も
可
能
。

逆
転
戦
争

世
界
が
終
わ
る
と
言
う
事
を
逆
転
し
、
世
界
は
終
わ
ら
な
い
、
い
や
、
終
わ
ら

せ
な
い
と
す
る
為
の
自
分
自
身
の
戦
争
。
主
人
公
に
課
せ
ら
れ
た
事
と
し
、
戦

争
は
終
わ
り
を
知
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

解
放
軍

帝
国
の
意
志
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
者
達
、
奴
隷
達
、
差
別
に
よ
り
苦
し
む
者

達
に
平
和
を
与
え
る
為
の
組
織
団
体
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
皆
が
魔
法
を
当
た

り
前
の
様
に
使
う
為
に
、
被
害
が
大
き
い
の
が
特
徴
的
。

『
民
族
解
放
』
と
『
革
命
』
を
主
義
に
掲
げ
、
戦
い
続
け
て
い
る
。

黒
鷲

解
放
軍
の
頂
点
に
立
つ
組
織
団
体
。
解
放
軍
同
様
『
民
族
解
放
』
や
『
革
命
』

が
主
義
だ
が
、
実
質
戦
争
の
表
舞
台
に
立
ち
、
戦
争
の
緩
和
や
、
鎮
圧
。
紛
争

も
追
加
す
る
が
、
魔
法
使
い
、
戦
士
に
せ
よ
集
ま
る
の
は
上
位
ば
か
り
で
、
通

常
解
放
軍
同
様
の
行
動
は
行
わ
な
い
事
が
多
い
。

騎
士
団

各
国
に
必
ず
配
備
さ
れ
る
治
安
維
持
部
隊
。
今
で
言
う
自
衛
隊
の
様
な
役
割
を

果
た
す
。
騎
士
に
な
る
の
は
、
貴
族
や
元
貴
族
出
身
、
上
級
庶
民
、
従
士
で
平

民
が
な
れ
る
と
考
え
れ
ば
良
い
。
ち
な
み
に
騎
士
団
は
そ
れ
ぞ
れ
で
エ
ン
ブ
レ

ム
が
存
在
し
、
今
回
第
一
章
で
登
場
す
る
の
は
真
紅
の
十
字
架
で
あ
る
。

滅
望
戦
争

数
十
年
前
に
巻
き
起
こ
っ
た
大
戦
。
世
界
全
土
を
巻
き
込
む
大
戦
で
、
土
地
を

衰
え
、
民
を
疲
弊
さ
せ
て
も
終
わ
ら
ず
、
秋
保
同
様
、
異
端
者
の
活
躍
で
取
り

締
ま
ら
れ
た
と
言
う
伝
説
級
の
戦
争
。
異
端
者
を
人
は
『
覇
王
』
と
呼
ん
だ
が
、

こ
の
現
在
で
は
そ
れ
は
空
想
や
御
伽
噺
と
さ
れ
、
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
。
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覇
の
力

覇
王
の
持
っ
て
い
た
特
殊
能
力
だ
と
言
う
。

秋
保
に
授
け
ら
れ
る
の
は
ま
た
違
い
『
覇
』
で
も
あ
る
が
彼
の
場
合
『
王
』
ら

し
い
。

『
覇
』
の
場
合
は
、
覇
道
を
制
し
、
『
王
』
の
場
合
は
、
王
道
を
制
す
と
言
う

意
味
を
持
つ
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第
一
章
登
場
人
物
紹
介

名
前
：
篠
崎
秋
保

シ
ノ
ザ
キ

ア
キ
ホ

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
高
校
生

部
活
：
帰
宅
部

好
物
：
甘
味

特
性
：
鈍
感
、
朴
念
仁

本
作
品
の
主
人
公
で
あ
り
、
語
り
部
。

黒
髪
で
黒
眼
、
更
に
は
黒
縁
眼
鏡
と
言
う
純
日
本
人
な
高
校
生
で
あ
り
、
読
書

家
。

頭
は
良
く
、
運
動
神
経
も
並
々
で
、
全
て
が
平
均
的
な
青
年
。

元
陸
上
部
で
、
特
に
特
筆
す
べ
き
点
の
な
い
、
平
凡
克
普
通
な
青
年
。

正
義
感
が
強
く
、
責
任
感
も
強
い
。
卑
怯
で
姑
息
な
方
法
を
使
っ
て
も
、
そ
れ

は
勝
つ
為
の
手
段
だ
と
言
う
。

ド
Ｓ
で
突
っ
込
み
を
担
当
す
る
。
戦
っ
て
い
る
内
に
慣
れ
て
し
ま
う
自
分
が
怖

い
と
言
う
。

名
前
：
エ
レ
ア
＝
シ
ョ
ッ
ツ
バ
ル
ツ

年
齢
：
１
５
歳

職
業
：
奴
隷

魔
法
：
氷
結
系
魔
法

ア
イ
シ
ュ
テ
ー
ル

故
郷
が
戦
争
で
壊
滅
し
、
奴
隷
と
し
て
捕
ま
っ
た
少
女
。

白
銀
の
髪
と
真
紅
の
瞳
を
持
つ
、
種
族
吸
血
鬼
。

氷
系
統
の
魔
法
を
使
用
す
る
も
、
奴
隷
の
間
は
腕
に
枷
、
魔
法
殺
し
が
嵌
め
ら

れ
て
い
る
為
に
使
え
な
い
。

優
し
く
、
温
厚
で
、
甘
え
ん
坊
の
寂
し
が
り
屋
。
怒
る
と
誰
よ
り
も
怖
か
っ
た

り
す
る
。
戦
闘
時
や
戦
争
の
場
合
は
冷
静
沈
着
で
あ
り
、
状
況
を
漏
れ
な
く
伝

え
る
報
告
屋
と
も
言
え
る
。
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名
前
：
ハ
ル
ト
＝
イ
ー
ス
テ
ィ
ア
ー
ト

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
傭
兵

魔
法
：
火
炎
系
魔
法

ロ
ッ
シ
オ

傭
兵
稼
業
を
営
む
青
年
。
血
気
盛
ん
で
、
戦
闘
狂
。

赤
髪
に
赤
色
の
瞳
を
持
つ
、
妖
精
種
族
で
背
中
に
羽
が
付
属
し
て
い
る
。

正
々
堂
々
、
正
面
突
破
を
好
み
、
裏
か
ら
チ
マ
チ
マ
と
攻
撃
す
る
作
戦
は
好
ま

な
い
。

食
事
も
人
一
倍
食
べ
る
為
、
食
費
は
半
分
コ
イ
ツ
か
ら
取
ら
れ
る
と
秋
保
は
良

く
嘆
く
。

名
前
：
エ
ル
シ
ェ
＝
フ
リ
ッ
ケ
ニ
シ
ア
イ
ス
ト

年
齢
：
１
９
歳

職
業
：
帝
国
騎
士
団

魔
法
：
疾
風
系
魔
法

ヴ
ィ
ア
ン
テ

ア
ク
ト
セ
リ
ア
帝
国
騎
士
団
の
女
性
で
、
悪
を
許
さ
な
い
と
言
う
正
義
一
本
の

女
性
。

妖
精
種
族
で
、
疾
風
魔
法
を
扱
う
様
は
風
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

誰
よ
り
も
騎
士
団
の
中
で
は
美
し
い
が
、
秋
保
曰
く
「
厚
化
粧
」
ら
し
い
。

人
気
は
高
く
、
気
高
い
。
強
気
で
、
弱
み
を
絶
対
に
見
せ
な
い
事
か
ら
「
女
傑
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

名
前
：
ブ
ラ
ン
ツ
＝
シ
ュ
ト
レ
ー
ア

年
齢
：
２
５
歳

職
業
：
帝
国
騎
士
団

魔
法
：
大
地
系
魔
法

ビ
ア
ハ
イ
ン
デ
ィ
ー
ド

ア
ク
ト
セ
リ
ア
帝
国
騎
士
団
の
男
性
で
、
エ
ル
シ
ェ
の
先
輩
。
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神
様
は
想
像
以
上
に
最
低
で
し
た

　
俺
は
高
校
生
で
あ
る
。

　
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
普
通
の
高
校
生
だ
。

　
日
常
を
謳
歌
す
る
、
健
全
で
、
逆
に
普
通
過
ぎ
て
困
る
っ
て
言
う
位
普
通
な

高
校
生
さ
。

　
特
筆
す
べ
き
点
も
無
け
れ
ば
、
目
立
っ
て
悪
い
点
も
無
い
。

　
強
い
て
上
げ
る
な
ら
ば
、
そ
の
読
書
量
だ
ろ
う
か
？

　
一
日
三
冊
を
目
標
と
し
て
読
ん
で
い
る
の
だ
が
、
近
頃
学
校
の
図
書
室
で
満

足
出
来
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
自
分
が
居
て
成
ら
な
い
。
い
や
は
や
、
こ
れ
は

そ
ろ
そ
ろ
俺
に
買
い
に
行
け
と
言
う
神
様
の
お
告
げ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
試
練

な
の
か
…
…
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
俺
―
―
篠
崎
秋
保
は
少
し
ば
か
り
読
書
量
の
多
い
普
通
の

高
校
生
と
捉
え
て
貰
っ
て
構
わ
な
い
。

　
何
？
 

何
で
突
然
こ
ん
な
事
を
？

　
ま
あ
待
て
、
順
を
追
っ
て
話
す
。

　
読
者
諸
君
が
疑
問
を
持
つ
の
も
解
る
が
、
少
し
待
っ
て
く
れ
。

　
ま
ず
は
俺
が
落
ち
着
こ
う
…
…
、
大
き
く
深
呼
吸
…
…
…
…
、
良
し
。

　
さ
て
、
で
、
だ
。

　
何
で
突
然
俺
が
普
通
で
有
る
と
言
う
事
を
強
調
し
て
い
る
の
か
、
と
。

　
理
由
は
至
っ
て
簡
単
。

　
俺
は
今
、
普
通
で
は
無
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
。

　
人
間
、
普
通
で
は
無
い
状
況
に
置
か
れ
る
と
、
自
分
が
正
常
で
、
常
識
人
で
、

普
通
の
人
間
な
の
か
を
確
か
め
た
く
な
る
生
き
物
な
の
だ
よ
、
ま
あ
今
日
始
め

て
知
っ
た
の
だ
が
。

　
ん
？
 

普
通
で
は
無
い
状
況
っ
て
？
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ど
う
、
形
容
す
べ
き
だ
ろ
う
か
…
…
。

　
で
は
こ
れ
も
ま
た
順
を
追
っ
て
話
す
。

　
ま
ず
、
俺
は
寝
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
だ
か
ら
、
家
の
鍵
は
閉
め
た
。

　
だ
か
ら
、
窓
も
閉
め
た
。

　
良
し
、
戸
締
り
完
了
。

　
さ
あ
、
寝
よ
う
。
と
し
た
瞬
間
に
、
そ
れ
が
襲
来
し
た
の
だ
よ
。

「
襲
来
っ
て
何
だ
か
言
い
方
酷
い
な
、
訂
正
し
て
よ
」

　
…
…
ま
あ
、
幻
聴
は
無
視
し
て
。

　
聞
こ
え
た
奴
、
今
直
ぐ
耳
鼻
科
行
っ
て
来
い
。

「
無
視
し
な
い
で
！
？
 

流
石
に
泣
く
よ
？
！
」

　　
…
…
可
笑
し
い
な
、
俺
、
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
で
も
食
べ
た
っ
け
？

「
因
み
に
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
「
そ
れ
の
問
題
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
な
？
」
は
い
、

ち
な

ス
イ
マ
セ
ン
」

　
饒
舌
野
郎
が
。

じ
ょ
う
ぜ
つ

　
一
度
喋
り
始
め
た
ら
止
ま
ら
な
い
癖
に
自
重
し
な
い
と
か
…
…
。

　
…
…
ふ
ぅ
。

　
さ
て
唐
突
で
す
が
、
問
題
で
す
。

　
俺
の
目
の
前
に
は
一
体
何
が
居
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　　
不
正
解
。
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正
解
者
は
耳
鼻
科
へ
と
直
行
し
て
下
さ
い
。

　
…
…
冗
談
は
さ
て
置
き
。

　
現
在
、
俺
が
居
る
の
は
自
分
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
あ
る
。

　
目
の
前
に
は
シ
ュ
ン
と
し
続
け
る
金
髪
美
少
女
。

　
彼
女
の
名
前
は
セ
ス
タ
。
そ
れ
だ
け
ら
し
い
、
因
み
に
威
張
っ
て
神
様
と
か

言
っ
た
か
ら
額
に
中
っ
て
書
い
て
遣
っ
た
ら
キ
レ
ら
れ
た
。

「
そ
れ
は
神
様
だ
も
の
、
キ
レ
る
よ
」

　
其
処
は
神
様
の
慈
悲
深
い
心
と
暖
か
い
心
で
見
逃
そ
う
よ
。

　
て
、
脱
線
脱
線
！
 

で
、
だ
よ
。

　
彼
女
の
一
言
目
に
、
俺
は
驚
愕
を
通
り
過
ぎ
て
、
呆
然
し
て
い
た
の
が
一
番

最
初
の
普
通
確
認
に
至
る
。

　
彼
女
の
言
い
放
っ
た
言
葉
は
―
―
。

『
君
に
は
こ
れ
か
ら
拒
否
権
無
し
で
異
世
界
へ
と
行
っ
て
貰
い
ま
す
』

　
だ
。

　
異
世
界
？
 

ハ
ッ
、
有
る
訳
無
い
だ
ろ
う
が
よ
。

　
異
世
界
何
て
幻
想
空
想
理
想
妄
想
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
世
界
観
。
現
実
主
義
者

の
俺
に
と
っ
て
そ
れ
は
理
想
空
想
妄
想
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
世
界
観
で
し
か
捉
え

ら
れ
な
い
ん
で
ね
。

「
有
る
よ
？
 

異
世
界
は
」

　
で
、
無
い
っ
て
言
っ
た
か
ら
今
彼
女
は
絶
賛
不
機
嫌
だ
。

「
証
拠
は
？
」

　
尋
ね
て
見
る
。
そ
う
だ
よ
、
証
拠
を
聞
け
ば
万
事
解
決
だ
よ
、
ま
さ
か
世
界
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持
っ
て
来
る
訳
無
い
し
―
―
。

「
こ
れ
」

「
は
い
？
」

　
こ
れ
？

「
こ
の
中
を
見
て
？
」

「
中
…
…
、
ど
れ
ど
れ
」

　
彼
女
が
遣
っ
て
来
た
時
と
同
様
、
彼
女
と
俺
の
直
ぐ
隣
に
直
径
４
５
セ
ン
チ

程
度
の
穴
が
開
く
。

　
俺
は
落
ち
な
い
様
に
中
を
覗
い
た
。

「
…
…
、
あ
の
、
さ
…
…
、
セ
ス
タ
」

　
俺
は
引
き
攣
っ
た
笑
み
の
ま
ま
、
振
り
向
く
事
無
く
尋
ね
掛
け
る
。

「
ん
？
」

「
こ
れ
、
全
部
が
そ
う
だ
っ
て
の
か
…
…
？
」

　
驚
愕
驚
愕
、
も
う
大
、
大
、
大
喝
采
級
に
驚
愕
だ
よ
。

　
だ
っ
て
３
８
―
―
。

「
合
計
３
４
５
個
、
そ
れ
が
今
有
る
異
世
界
の
数
。
ま
だ
作
成
途
中
の
も
有
る

け
ど
ね
」
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「
さ
っ
！
？
」

　
３
４
５
個
！
？
 

嘘
だ
ろ
！
？
 

て
、
事
は
ま
だ
数
え
切
れ
て
な
い
の
か
、

俺
は
。

　
も
う
驚
い
た
よ
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
間
近
に
有
る
と
思
え
ば
良
い
け
ど
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
よ
り
リ
ア
ル
で
、
星
が
無
い
か
ら
世
界
一
個
一
個
が
綺
麗
に

見
得
る
。

　
こ
の
穴
欲
し
い
な
…
…
。

「
ま
あ
、
確
か
に
あ
っ
た
な
…
…
。

　
馬
鹿
に
し
て
悪
い
」

　
俺
は
頭
を
下
げ
て
か
ら
、
そ
う
告
げ
て
置
く
。

「
良
い
よ
良
い
よ
、
最
初
は
皆
そ
う
言
う
反
応
だ
も
の
」

　
し
か
し
流
石
神
様
、
こ
う
言
う
場
合
も
笑
っ
て
許
し
て
く
れ
る
何
て
…
…
、

何
て
慈
悲
深
―
―
。

「
で
も
、
そ
の
分
私
に
付
き
合
っ
て
ね
」

　
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
 

理
不
尽
だ
！
！
！
 

理
不
尽
な
暴
力
だ
！
！

「
付
き
合
う
っ
て
何
を
す
る
の
さ
？
」

　
そ
う
問
い
掛
け
る
。
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す
る
と
神
様
は
笑
顔
で
「
君
を
異
世
界
へ
と
送
り
届
け
る
の
さ
。
大
丈
夫
、

君
に
能
力
も
授
け
る
し
、
役
目
も
与
え
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
俺
の
肩
を
二
度

叩
い
て
来
る
。

「
い
や
い
や
い
や
い
や
い
や
、
そ
も
そ
も
役
目
っ
て
。
与
え
て
く
れ
な
か
っ
た

ら
終
わ
り
で
し
ょ
、
こ
の
物
語
」

　
え
、
メ
タ
い
。
悪
い
、
さ
ー
せ
ん
だ
な
。

「
い
や
、
そ
の
場
合
は
違
う
子
探
す
物
」

「
理
不
尽
だ
な
、
オ
イ
。
で
？
 

そ
の
異
世
界
っ
て
の
は
何
処
な
ん
だ
？
」

　
俺
は
肩
を
竦
め
て
か
ら
、
首
を
傾
げ
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
そ
っ
ち
も
気
に
な
っ
て
来
る
。

　
ど
う
に
も
異
世
界
に
も
種
類
が
あ
る
ら
し
い
し
…
…
。

「
君
の
行
く
世
界
は
《
レ
ジ
ェ
ン
デ
ィ
ア
》
。
通
称
『
伝
説
を
創
る
世
界
』
っ

て
呼
ば
れ
て
る
第
７
番
目
の
異
世
界
ね
」

「
レ
ジ
ェ
ン
、
デ
ィ
ア
…
…
」

　
厨
二
っ
て
言
っ
た
ら
悲
惨
だ
か
ら
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
登
場
し
そ
う
な
名
前
と
で
も

言
っ
て
置
こ
う
か
。

「
で
？
 

俺
の
役
目
は
？
」

「
簡
単
簡
単
」

「
簡
単
？
」
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お
、
な
ら
ヤ
ル
気
湧
い
て
来
た
ぞ
？

「
世
界
改
変
」

「
何
処
か
簡
単
だ
コ
ラ
、
オ
イ
。
簡
単
っ
て
意
味
解
っ
て
使
っ
て
る
の
か
？
 

あ
？
 

広
辞
苑
で
頭
殴
っ
て
や
ろ
う
か
、
頭
良
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
？
 

オ
イ
」

「
其
処
ま
で
怒
ら
な
い
で
よ
…
…
、
う
ぅ
、
ま
あ
、
そ
れ
で
、
だ
よ
」

　
怒
る
わ
よ
、
怒
ら
な
い
は
ず
が
な
い
わ
。
一
級
フ
ラ
グ
ビ
ル
ダ
ー
で
も
怒
る

よ
、
絶
対
。

「
そ
れ
で
？
」

　
続
き
を
聞
く
為
に
待
っ
て
か
ら
、
首
を
捻
る
。

「
君
、
実
際
あ
の
異
世
界
の
居
る
べ
き
存
在
な
ん
だ
よ
？
」

「
…
…
は
？
」

「
君
が
あ
の
世
界
に
居
れ
ば
、
以
前
の
覇
王
同
様
の
事
を
行
え
る
。
そ
う
思
っ

て
、
私
達
は
貴
方
を
選
抜
し
た
の
」

「
覇
王
…
…
、
っ
て
、
俺
の
他
に
も
そ
の
世
界
に
行
っ
た
奴
が
居
る
の
か
…
…

？
」

　
物
好
き
な
奴
…
…
、
そ
れ
程
異
世
界
と
や
ら
に
行
き
た
か
っ
た
の
か
ね
？
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「
う
ん
、
名
前
は
佐
治
。
佐
治
浩
平
」

「
佐
治
…
…
」

「
今
は
も
う
行
方
不
明
状
態
だ
け
ど
ね
。
で
、
も
う
一
人
が
南
雲
優
二
」

「
え
、
二
人
！
？
」

　
あ
れ
、
一
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？

「
二
人
二
人
。
で
、
南
雲
君
も
行
方
不
明
。
ま
あ
二
人
共
、
私
達
の
目
論
見
通

り
、
世
界
改
変
し
て
く
れ
た
し
、
隠
居
生
活
で
も
、
ハ
ー
レ
ム
で
も
、
何
遣
っ

て
て
も
構
わ
な
い
ん
だ
け
ど
ね
」

「
投
げ
遣
り
だ
な
オ
イ
。
せ
め
て
探
し
出
し
て
遣
れ
よ
な
…
…
」

「
探
し
出
し
て
や
り
た
い
の
は
山
々
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
他
の
世
界
が
消
滅

し
た
ら
面
倒
な
の
」

「
ほ
う
…
…
」

　
確
か
に
面
倒
な
の
は
嫌
だ
が
…
…
、
ん
ー
、
そ
れ
で
も
な
ぁ
…
…
。

「
私
だ
っ
て
あ
の
子
達
が
凄
い
心
配
だ
よ
。
行
方
不
明
っ
て
聞
か
さ
れ
た
時
は
、

口
か
ら
心
臓
が
飛
び
出
そ
う
だ
っ
た
物
。
っ
て
、
も
う
夜
明
け
ね
…
…
、
じ
ゃ

あ
そ
ろ
そ
ろ
移
動
し
ま
し
ょ
う
か
っ
！
」

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
だ
っ
た
の
こ
れ
！
？
」

　
俺
も
、
多
分
作
者
も
初
耳
だ
よ
、
オ
イ
！
！
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「
ま
あ
、
詳
し
い
話
は
向
こ
う
で
ね
っ
」

「
ち
ょ
、
ま
、
押
す
な
押
す
な
！
！
」

　
迫
る
穴
。

「
押
す
な
っ
て
待
て
待
て
待
て
待
て
！
！
！
！
」

「
れ
っ
つ
ご
ー
っ
！
」

　
結
論
、
ザ
、
レ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
」

「
い
え
ぇ
え
ぇ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え
！
！
！
！
」

　
落
下
。

　
し
か
も
重
力
落
下
。

　
見
事
な
ま
で
に
垂
直
で
す
、
は
い
。

　
こ
れ
、
俺
、
死
ん
だ
？
 

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
も
何
も
な
い
よ
、
こ
れ
。

　　
読
者
諸
君
、
済
ま
な
い
。
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俺
、
最
初
で
死
ぬ
み
た
い
だ
。

　
俺
、
こ
の
物
語
終
わ
っ
た
ら
結
婚
す
る
ん
だ
☆

　
ア
デ
ィ
オ
ス
ッ
、
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
怖
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

い
い
！
！
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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